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伝
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
及
び
関
連
資
料
の
諸
問
題
― 
旧
稿
の
修
正
を
か
ね
て 
―
舟　
見　
一　
哉
一
、
本
稿
の
目
的
旧
稿
［
二
〇
一
五
］
に
お
い
て
、「
内
閣
文
庫
本
古
今
和
歌
集
注
」
と
通
称
さ
れ
る
『
古
今
集
』
の
注
釈
書
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
津
守
寿
暁
（
寿
暁
法
師
）
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
古
今
集
』
の
断
簡
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
後
、
新
た
に
確
認
し
得
た
ツ
レ
が
あ
り
、
ま
た
、
当
該
断
簡
群
の
筆
跡
に
関
し
て
修
正
を
要
す
る
こ
と
も
判
明
し
た
の
で
、
こ
こ
に
再
論
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
の
伝
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
と
同
筆
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
、
伝
寿
暁
筆
『
顕
注
密
勘
』
の
断
簡
一
葉
を
紹
介
し
、
伝
寿
暁
筆
と
さ
れ
る
一
連
の
断
簡
群
の
、
主
に
書
写
者
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。
二
、
伝
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
津
守
寿
暁
（
寿
暁
法
師
）
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
古
今
集
』
の
断
簡
は
、
朱
筆
で
注
記
を
書
き
込
ん
だ
一
葉
（『
集
古
帖
』
一
一
五
（『
徳
川
黎
明
会
叢
書　
古
筆
手
鑑
編
四
』
所
収
）
と
、
そ
れ
と
は
別
筆
で
あ
る
別
種
の
一
群
と
に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
後
者
で
あ
る
。
推
定
書
写
年
代
は
、寿
暁
の
真
筆
資
料
が
現
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
最
末
期
・
南
北
朝
期
・
室
町
時
代
初
期
、
と
諸
氏
の
見
解
が
一
定
し
な
い
。
私
見
で
は
、
下
っ
て
も
南
北
朝
期
頃
の
書
写
で
あ
り
、
室
町
時
代
初
期
と
は
思
わ
れ
な
い
（
な
お
後
述
）。
寿
暁
の
伝
は
、
従
来
か
ら
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
和
歌
事
績
は
、『
津
守
和
歌
集
』（「
津
守
家（
摂
津
住
吉
神
社
世
襲
の
社
家
）
― 18 ―
累
代
の
歌
人
の
作
品
を
、
勅
撰
集
か
ら
抜
き
出
し
、
各
集
ご
と
に
ま
と
め
た
」
歌
集
。『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
）
に
よ
る
と
、『
新
後
撰
和
歌
集
』
に
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
し
て
入
集
し
て
い
る
の
が
初
例
か
。『
続
千
載
和
歌
集
』
に
は
「
寿
暁
法
師
」
と
し
て
入
集
し
て
い
る
の
で
、
お
お
よ
そ
一
三
〇
〇
年
代
前
半
が
歌
人
と
し
て
認
知
さ
れ
た
時
期
で
あ
ろ
う
。
諸
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
期
が
彼
の
主
な
活
動
時
期
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
伝
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
は
、
現
時
点
で
計
四
十
一
葉
を
集
成
で
き
る
。
内
訳
は
、
仮
名
序
部
分
の
二
葉
、
巻
第
一
～
十
の
二
十
三
葉
、
巻
第
十
一
～
二
十
の
十
五
葉
で
あ
る（１）。
こ
こ
で
は
個
人
蔵
の
一
葉
を
紹
介
し
て
お
く
。【
→
図
版
Ａ
】
〈
書
誌
〉
縦
二
十
三
・
八
×
横
十
五
・
二
セ
ン
チ
。
和
歌
の
字
高
は
二
十
・
二
～
二
十
・
八
セ
ン
チ
程
。
作
者
名
は
和
歌
よ
り
九
・
八
セ
ン
チ
ほ
ど
下
か
ら
書
く
。
上
欄
の
書
き
入
れ
は
本
文
と
別
筆
（
後
述
）。
紙
質
は
斐
紙
と
推
定
さ
れ
る
。
極
札
「
津
守
寿
壽
暁　
か
け
ろ
ふ
の
」（
朝
倉
茂
入
・
初
代
）、裏
面
墨
印
「
茂
入
道
順
」。
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〔極札〕〔本紙〕
【図版Ａ】
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当
該
断
簡
群
の
特
徴
は
、
す
で
に
川
上
［
一
九
九
八
］・
同
［
一
九
九
九
］
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
旧
稿
で
も
論
じ
た
が
、
四
十
一
葉
を
対
象
と
し
て
改
め
て
確
認
す
る
。
当
該
断
簡
群
の
本
文
系
統
は
、
新
た
な
断
簡
を
加
え
て
も
、
や
は
り
、
巻
第
一
～
十
、
巻
第
十
一
～
二
十
と
も
に
、
定
家
本
系
統
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
紙
面
余
白
や
行
間
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
注
記
は
、
以
下
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
。
第
一
は
、
本
文
と
同
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
、
定
家
本
系
統
の
『
古
今
集
』
に
あ
る
勘
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
第
二
・
七
五
番
作
者
「
そ
う
く
法
師
」
の
下
部
に
、
本
文
と
同
筆
で
「
承
均
」
と
あ
る
（
久
曽
神
昇
［
一
九
九
五
］
第
一
二
五
図
）。
こ
れ
は
定
家
本
系
統
に
特
有
の
、
定
家
に
よ
る
勘
物
で
あ
る
。
巻
第
十
三
・
六
四
〇
番
作
者
「
寵
」
の
下
部
に
、
本
文
と
同
筆
で
「
一
説　
チ
ヤ
ウ
、
用
之
。
一
説　
ウ
ツ
ク
」
と
あ
る
（
諫
早
家
崇
史
蔵
手
鑑
所
収
断
簡
。
東
京
国
立
博
物
館
写
真
帖
に
よ
る
）。
こ
れ
も
定
家
本
系
統
に
特
有
の
、定
家
の
勘
物
で
あ
る
。
筆
跡
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
の
で
、
当
該
断
簡
群
の
書
写
者
が
、
親
本
に
あ
っ
た
勘
物
を
、
本
文
書
写
と
同
時
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
断
簡
群
の
本
文
系
統
が
定
家
本
系
統
で
あ
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。第
二
は
、
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
で
あ
る
。
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
は
、
漢
字
・
平
仮
名
を
用
い
て
転
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
川
〔上欄勘物部分〕
〔裏面〕
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上
［
一
九
九
八
］
掲
載
の
断
簡
Ｃ
に
あ
る
、『
大
和
物
語
』
を
引
用
し
た
平
仮
名
の
勘
物
や
、
旧
稿
に
て
図
版
を
掲
載
し
た
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
『
古
名
筆
帖
』
所
収
断
簡
に
あ
る
「
或
本
ま
へ
の
さ
く
ら
」、「
三
首
、
目
六
云
因
香
内
侍
、
従
四
下
、
貞
観
寛
平
人
」
な
ど
。
こ
れ
ら
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
こ
の
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
は
、
巻
第
十
一
～
二
十
（
二
冊
本
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
と
下
冊
に
相
当
）
の
断
簡
に
は
全
く
存
在
し
な
い
。
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
は
、
校
訂
年
に
よ
っ
て
諸
本
間
に
相
違
や
出
入
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
、
有
っ
て
し
か
る
べ
き
個
所
に
、
無
い
。
一
方
、
仮
名
序
と
巻
第
一
～
十
（
二
冊
本
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
と
上
冊
に
相
当
）
の
断
簡
に
は
、
勘
物
が
あ
る
断
簡
と
、
有
っ
て
し
か
る
べ
き
部
分
に
勘
物
の
な
い
断
簡
と
が
、
混
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
旧
稿
の
注
２
で
触
れ
た
よ
う
に
、
上
冊
相
当
の
断
簡
に
は
、
本
文
の
重
複
す
る
部
分
が
二
カ
所
あ
る
。し
か
も
そ
の
重
複
は
、ち
ょ
う
ど
勘
物
の
あ
る
断
簡
と
、な
い
断
簡
に
わ
た
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
勘
物
の
あ
る
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
『
古
名
筆
帖
』
所
収
断
簡
と
、
勘
物
の
な
い
『
古
筆
切
影
印
解
説
』
一
二
六
図
は
、
八
〇
番
歌
の
詞
書
が
重
複
し
て
い
る
。
行
取
り
や
字
配
り
は
一
致
せ
ず
、
一
方
が
一
方
の
模
写
で
は
な
い
。
両
者
の
筆
跡
は
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
同
筆
で
書
写
さ
れ
た
二
種
類
の
『
古
今
集
』
が
存
在
し
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
書
写
者
は
、
一
方
に
は
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
を
転
記
し
、
も
う
一
方
に
は
転
記
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
は
、
歌
に
よ
っ
て
任
意
に
転
記
／
非
転
記
の
選
択
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
切
転
記
し
な
か
っ
た
写
本
と
、
転
記
し
た
写
本
と
い
う
、
二
種
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、い
わ
ゆ
る
「
内
閣
文
庫
本
古
今
和
歌
集
注
」
の
注
文
（
便
宜
上
「
内
閣
注
」
と
略
称
）
と
重
な
る
勘
物
で
あ
る
。
漢
字
・
片
仮
名
を
用
い
て
転
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
稿
で
図
版
を
示
し
た
個
人
蔵
断
簡
の
上
欄
や
、『
古
筆
切
影
印
解
説
』
一
二
八
図
に
あ
る
『
伊
勢
物
語
』
を
引
用
し
た
片
仮
名
の
勘
物
、
島
根
・
美
保
神
社
蔵
手
鑑
（『
古
筆
手
鑑
大
成　
第
十
五
巻
』）
に
あ
る
巻
第
十
九
巻
頭
「
短
歌
」
に
関
す
る
長
文
の
片
仮
名
の
勘
物
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
勘
物
の
筆
跡
に
つ
い
て
、
改
め
て
子
細
に
検
討
し
た
結
果
、
本
文
と
は
別
筆
0
0
0
0
0
0
で
あ
り
、清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
と
も
別
筆
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
で
あ
る
、
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。
例
え
ば
、
先
に
引
用
し
た
『
古
名
筆
帖
』
所
収
断
簡
の
清
輔
本
勘
物
「
従
四
下
、
貞
観
寛
平
人
」
と
、『
古
筆
切
影
印
解
説
』
一
二
八
図
の
内
閣
注
「
正
四
位
下
、寛
平
ノ
比
人
也
」
と
を
比
較
す
る
と
、
同
筆
と
は
認
め
が
た
い
。
川
上
［
一
九
九
八
］
の
注
72
に
い
う
「
別
筆
と
思
わ
れ
な
く
も
な
い
」、『
古
筆
切
研
究　
第
一
集
』
三
七
の
解
説
（
小
林
強
担
当
）
の
「
本
文
と
は
異
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
い
う
指
摘
に
同
意
す
る
。
こ
の
勘
物
は
、
本
文
と
も
清
輔
本
勘
物
と
も
別
筆
で
あ
る
か
ら
、
本
文
の
書
写
年
代
を
考
え
る
と
き
は
、
こ
の
勘
物
が
依
拠
し
た
内
閣
注
の
成
立
や
性
格
を
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考
慮
し
な
く
て
も
よ
い
。
本
文
の
書
写
年
代
じ
た
い
は
、
寿
暁
の
生
存
時
期
と
推
定
さ
れ
る
南
北
朝
期
頃
と
み
て
も
問
題
が
生
じ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
川
上
［
一
九
九
八
］
が
最
終
的
に
は
否
定
し
な
が
ら
も
提
示
し
た
、「
下
冊
の
書
入
を
後
人
の
所
為
と
し
、
本
行
部
分
の
書
写
年
代
を
鎌
倉
期
ま
で
引
上
げ
れ
ば
、
寿
暁
真
筆
で
あ
る
こ
と
と
内
閣
文
庫
本
注
の
書
入
と
を
矛
盾
な
く
解
決
出
来
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
見
立
て
が
妥
当
と
判
断
す
る
。
内
閣
注
と
重
な
る
勘
物
は
、
本
文
と
も
清
輔
本
勘
物
と
も
別
筆
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
旧
稿
の
記
述
は
一
部
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
本
文
別
筆
か
と
も
疑
わ
れ
る
注
記
も
あ
る
の
だ
が
本
文
と
殆
ど
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
」（
三
〇
八
頁
）
と
の
記
述
は
誤
り
と
な
る
。
こ
れ
と
連
動
し
て
、「
伝
寿
暁
筆
切
の
書
き
入
れ
注
記
は
、
内
閣
注
の
成
立
時
期
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
」
（
三
〇
八
頁
）
も
誤
り
と
な
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
幾
ら
か
説
明
を
要
す
る
。
内
閣
注
の
成
立
過
程
は
、旧
稿
で
示
し
た
仮
説
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。 
１　
正
親
町
三
条
実
継
の
真
筆
で
あ
る
『
古
今
集
』
が
あ
っ
た
。
２　
師
成
親
王
は
、
１
に
直
接
、
細
字
で
当
流
の
説
な
ど
を
書
き
込
ん
だ
。
時
期
は
不
明
。
３　
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）、
師
成
親
王
は
注
記
と
も
ど
も
、
２
を
転
写
し
た
。
４　
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）、
大
内
政
弘
の
依
頼
を
う
け
、
轉
法
輪
三
条
公
敦
は
３
に
あ
る
書
き
入
れ
注
記
の
み
を
抽
出
し
、
注
釈
書
の
か
た
ち
に
整
形
し
た
。
ど
の
段
階
を
「
成
立
時
期
」
と
み
る
か
も
問
題
で
あ
る
が
、
伝
寿
暁
筆
断
簡
の
勘
物
が
依
拠
し
た
も
の
が
、
右
の
２
か
３
か
４
か
も
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、「
内
閣
注
の
成
立
時
期
と
ほ
ぼ
同
時
期
」
の
勘
物
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
川
上
［
一
九
九
八
］
は
「
下
冊
の
書
入
を
別
筆
と
認
め
た
と
し
て
も
、
本
行
よ
り
さ
ほ
ど
下
る
も
の
と
は
思
え
ず
」
と
も
指
摘
し
て
お
り
、『
古
筆
切
研
究　
第
一
集
』
は
「
川
上
氏
の
判
断
に
は
一
抹
の
不
安
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
疑
問
視
し
て
い
る
が
、
後
者
の
見
立
て
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
修
正
に
よ
っ
て
も
、
旧
稿
で
示
し
た
成
立
過
程
じ
た
い
は
修
正
さ
れ
な
い
。
伝
寿
暁
筆
断
簡
に
あ
る
内
閣
注
と
重
な
る
勘
物
と
、
内
閣
注
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
師
成
の
関
与
し
な
い
後
人
注
を
摘
出
で
き
る
と
の
推
測
は
、
む
し
ろ
補
強
さ
れ
る
と
考
え
る
。
さ
て
、
内
閣
注
と
重
な
る
勘
物
に
は
、
ま
だ
問
題
が
あ
る
。
こ
の
勘
物
は
、
伝
寿
暁
筆
断
簡
の
う
ち
、
巻
第
一
～
十
（
二
冊
本
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
と
上
冊
に
相
当
）
の
断
簡
に
は
全
く
存
在
し
な
い
。
勘
物
の
長
さ
を
問
わ
ず
、
有
っ
て
し
か
る
べ
き
個
所
に
、
無
い
。
一
方
、
巻
第
十
一
～
二
十
（
二
冊
本
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
と
下
冊
に
相
当
）
に
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は
、
勘
物
が
あ
る
断
簡
と
、
有
っ
て
し
か
る
べ
き
部
分
に
勘
物
の
な
い
断
簡
と
が
、
混
在
し
て
い
る
。
有
っ
て
し
か
る
べ
き
部
分
に
勘
物
の
な
い
下
冊
相
当
の
断
簡
と
は
、
諫
早
家
崇
史
蔵
手
鑑
所
収
の
断
簡
（
六
三
八
歌
本
文
～
六
四
〇
番
作
者
）
と
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
小
津
家
旧
蔵
断
簡
（
八
四
三
詞
書
～
八
四
四
作
者
。『
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
小
津
家
古
筆
切
聚
影
』
所
収
）
の
二
葉
で
あ
る
。
後
者
の
断
簡
に
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
内
閣
注
と
重
な
る
勘
物
は
、
八
四
三
番
詞
書
「
友
則
一
男
、
加
賀
守
紀
有
季
」
と
、
八
四
四
番
詞
書
「
或
注
、
近
院
大
将
当
純
卿
卒
後
、
娘
九
条
内
侍
が
も
と
へ
遣
也
。
歌
は
七
条
中
宮
御
歌
也
。
〽（
朱
合
点
）山
て
ら
、山
崎
宝
寺
。」
で
あ
る（２）。
こ
れ
ら
が
断
簡
に
は
一
切
転
記
さ
れ
て
い
な
い
。
後
者
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
擦
り
消
し
跡
な
ど
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
内
閣
注
と
の
関
係
も
、
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
と
の
関
係
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
上
冊
と
下
冊
で
は
違
い
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
清
輔
本
勘
物
の
有
無
を
踏
ま
え
て
整
理
す
る
と
、
現
存
す
る
伝
寿
暁
筆
断
簡
は
、
す
べ
て
同
筆
な
が
ら
、
勘
物
の
有
無
に
よ
っ
て
次
の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
上
冊
相
当
断
簡
ａ　
清
輔
本
勘
物
が
あ
る
・
内
閣
注
が
な
い
上
冊
相
当
断
簡
ｂ　
清
輔
本
勘
物
が
な
い
・
内
閣
注
が
な
い
下
冊
相
当
断
簡
ｃ　
清
輔
本
勘
物
が
な
い
・
内
閣
注
が
あ
る
下
冊
相
当
断
簡
ｄ　
清
輔
本
勘
物
が
な
い
・
内
閣
注
が
な
い
下
冊
相
当
の
断
簡
に
は
、
本
文
の
重
複
す
る
部
分
は
な
い
が
、
上
冊
相
当
の
断
簡
に
は
本
文
の
重
複
が
あ
っ
た
の
で
、
先
述
の
通
り
、
同
筆
で
書
写
さ
れ
た
、
上
下
冊
揃
い
の
『
古
今
集
』
が
二
種
類
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、
右
の
ａ
～
ｄ
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、ｂ
（『
古
筆
切
影
印
解
説
』
一
二
六
図
な
ど
）
と
ｄ
（
諫
早
家
崇
史
蔵
手
鑑
所
収
断
簡
・
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
小
津
家
旧
蔵
断
簡
）
が
本
来
は
セ
ッ
ト
な
の
で
は
な
い
か
、
ｂ
と
ｄ
が
同
じ
『
古
今
集
』
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
ツ
レ
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
断
簡
を
実
見
で
き
て
い
な
い
た
め
、
紙
質
と
正
確
な
法
量
・
字
高
が
わ
か
ら
な
い
が
、
図
版
類
を
使
っ
て
、
詞
書
と
作
者
名
を
書
き
出
す
位
置
を
見
比
べ
る
と
、
ｂ
と
ｄ
は
、
ａ
と
ｃ
よ
り
も
、
や
や
低
い
傾
向
に
は
あ
る
。
で
は
ａ
と
ｃ
は
ツ
レ
と
み
る
べ
き
か
。
上
冊
に
の
み
清
輔
本
勘
物
を
転
記
し
、
下
冊
に
の
み
内
閣
注
を
転
記
す
る
と
い
う
行
為
は
不
自
然
で
あ
る
し
、
零
本
を
使
っ
た
と
す
る
推
測
も
無
理
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
旧
稿
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
内
閣
注
は
現
存
本
じ
た
い
が
上
下
別
筆
の
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
り
、
公
敦
筆
と
し
て
残
る
個
所
は
下
冊
相
当
部
分
に
限
ら
れ
、
こ
の
事
実
と
の
符
合
は
、
や
や
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
ａ
と
ｃ
が
ツ
レ
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ａ
・
ｃ
に
あ
た
る
断
簡
（
及
び
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
断
簡
）
が
さ
ら
に
多
く
確
認
で
き
た
段
階
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。
以
上
、
伝
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
に
つ
い
て
、（
一
）「
内
閣
文
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庫
本
古
今
和
歌
集
注
」
の
注
文
と
重
な
る
勘
物
は
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
こ
と
、（
二
）
現
存
す
る
断
簡
は
す
べ
て
同
筆
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
断
簡
が
同
じ
写
本
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
二
種
類
の
写
本
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
（
三
）
伝
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
の
書
写
者
は
『
古
今
集
』
を
複
数
回
、
転
写
し
て
お
り
、
清
輔
本
の
勘
物
も
転
記
し
て
い
る
こ
と
、
を
確
認
し
た
。
こ
の
三
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
次
に
、
伝
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
と
同
筆
0
0
で
あ
る
『
顕
注
密
勘
』
の
断
簡
に
つ
い
て
検
討
す
る
。三
、
伝
寿
暁
筆
『
顕
注
密
勘
』
断
簡
と
そ
の
周
辺
伝
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
と
同
筆
で
あ
る
、
寿
暁
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
顕
注
密
勘
』
断
簡
が
あ
る
こ
と
は
、指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
現
在
紹
介
さ
れ
て
い
る
断
簡
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
川
上
［
一
九
九
八
］
…
注
65
に
六
葉
を
集
成
②
海
野
［
一
九
九
九
］
…
①
の
紹
介
し
た
も
の
の
う
ち
『
古
筆
手
鑑
四
』
六
九
（『
名
家
古
筆
手
鑑
集
』
所
収
）
を
除
く
五
葉
に
つ
い
て
詳
述
③『
古
筆
切
研
究　
第
一
集
』（
解
説
は
小
林
強
。
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
…
一
葉
を
紹
介
④
日
比
野
［
二
〇
一
一
］
…
二
葉
を
紹
介
⑤『
日
本
の
書
と
紙　
古
筆
手
鑑『
か
た
ば
み
帖
』の
世
界
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
）
…
一
葉
を
紹
介
⑥
久
保
木
［
二
〇
一
三
］
…
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
の
十
一
葉
を
貼
り
付
け
た
折
帖
一
帖
、
お
よ
び
同
蔵
手
鑑
の
一
葉
を
紹
介
⑦
小
島
［
二
〇
一
三
］
…
成
城
大
学
所
蔵
古
筆
手
鑑
『
も
ゝ
ち
ど
り
』
所
収
の
一
葉
を
紹
介
以
上
の
二
十
三
葉
に
加
え
、
伏
見
宮
家
旧
蔵
手
鑑
『
筆
林
翠
露
』
に
も
、
巻
第
一
・
春
歌
上
・
十
八
番
歌
の
顕
注
部
分
に
相
当
す
る
一
葉
を
確
認
し
え
た
（
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
に
よ
る
）。
さ
ら
に
ま
た
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
手
鑑
『
筆
林
』
に
も
一
葉
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
報
告
す
る
。
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
手
鑑
『
筆
林
』
所
収
の
断
簡
は
、
す
で
に
「（
調
査
報
告　
七
十
四
）　
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
手
鑑
『
筆
林
』」（『
年
報
』
二
四
）
に
「
切
れ
一
覧
」
と
し
て
書
誌
事
項
の
み
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
四
六
番
の
「
歌
書
〈
古
今
注
か
〉」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。書
誌
は
以
下
の
通
り
。【
→
図
版
Ｂ
】
〈
書
誌
〉
縦
十
六
・
一
×
横
十
三
・
四
セ
ン
チ
。
和
歌
の
字
高
は
十
四
・
〇
セ
ン
チ
前
後
。
顕
注
部
分
の
字
高
は
、
十
三
・
五
セ
ン
チ
前
後
、
和
歌
よ
り
約
〇
・
五
セ
ン
チ
下
部
か
ら
書
く
。
密
勘
部
分
の
字
― 25 ―
【図版Ｂ】
〔極札〕〔本紙〕
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高
は
、
十
二
・
五
セ
ン
チ
前
後
、
和
歌
よ
り
約
一
・
五
セ
ン
チ
下
部
か
ら
書
く
。紙
質
は
斐
紙
と
推
定
さ
れ
る
。六
行
目
文
末「
あ
」
の
右
傍
記
「
と
」
お
よ
び
九
行
目
の
イ
本
注
記
「
河
イ
」
は
本
文
同
筆
。
擦
り
消
し
跡
な
ど
は
無
い
。
極
札
は
「
慶
雲
律
師　
わ
た
つ
み
の
」（
朝
倉
茂
入
）。『
年
報
』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
書
き
出
し
が
断
簡
と
は
一
致
し
な
い
の
で
、
別
の
断
簡
の
極
札
で
あ
ろ
う
。
断
簡
裏
面
は
台
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
確
認
で
き
な
い
。
書
写
内
容
は
、
一
七
五
番
歌
（
巻
第
四
・
秋
上
）
の
密
勘
部
分
と
、
一
七
七
番
歌
本
文
と
顕
注
部
分
で
あ
る
。
本
文
系
統
は
、
ツ
レ
で
あ
る
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
の
断
簡
類
を
精
査
で
き
て
い
な
い
の
で
、
後
考
を
俟
つ
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
、寿
暁
を
伝
称
筆
者
と
す
る
断
簡
と
し
て
、定
家
著
『
僻
案
抄
』
の
断
簡
も
、
一
葉
の
み
だ
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
海
野
［
二
〇
〇
一
］
お
よ
び
『
平
成
新
集
古
筆
資
料
集　
第
二
集
』
に
紹
介
さ
れ
た
四
半
切
一
葉
で
、
こ
の
筆
跡
は
、
海
野
［
二
〇
〇
一
］
が
指
摘
す
る
通
り
、
寿
暁
筆
『
古
今
集
』
断
簡
と
も
、
伝
寿
暁
筆
『
顕
注
密
勘
』
断
簡
と
も
同
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
が
同
筆
と
い
う
こ
と
は
、こ
の
人
物
は
、『
古
今
集
』
を
少
な
く
と
も
二
回
書
写
し
、
定
家
と
六
条
藤
家
の
学
説
を
伝
え
る
『
顕
注
密
勘
』
と
『
僻
案
抄
』
を
も
写
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
推
定
書
写
年
代
で
あ
る
南
北
朝
期
頃
に
、
旺
盛
な
歌
書
の
書
写
活
動
を
行
な
っ
た
、
興
味
深
い
人
物
と
い
え
よ
う
。
『
古
今
集
』『
顕
注
密
勘
』『
僻
案
抄
』
を
写
し
た
人
物
が
、
伝
称
ど
お
り
津
守
寿
暁
（
寿
暁
法
師
）
そ
の
人
か
否
か
、
真
筆
資
料
が
な
い
た
め
、
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
寿
暁
の
真
筆
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
か
も
し
れ
な
い
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
古
筆
手
鑑　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
』(
古
筆
手
鑑
叢
刊
１
、貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
九
九)
の
二
〇
二
「
伝
津
守
寿
暁
筆　
歌
合
切
」
で
あ
る
。
当
該
断
簡
の
筆
跡
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
『
古
今
集
』『
顕
注
密
勘
』
『
僻
案
抄
』
と
同
筆
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
解
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
該
断
簡
の
書
写
内
容
は
未
詳
歌
合
で
あ
る
が
、
詠
者
は
津0
守0
国
兼
と
津
守
0
0
国
冬
で
あ
る
の
で
、
津
守
の
「
一
族
間
で
催
さ
れ
た
歌
合
」
と
推
測
さ
れ
、「
神
主
従
四
位
下
摂
津
宿
祢
国
冬
」
と
の
位
記
か
ら
、
国
冬
が
摂
津
守
と
な
る
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
頃
に
行
わ
れ
た
歌
合
と
推
定
さ
れ
る
。
津
守
一
族
0
0
0
0
の
歌
合
を
、
津
守
0
0
寿
暁
が
写
す
こ
と
は
自
然
で
あ
り
、
寿
暁
が
歌
人
と
し
て
マ
イ
ナ
ー
で
あ
る
う
え
に
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
一
連
の
寿
暁
を
伝
称
筆
者
と
す
る
断
簡
群
は
、
ま
さ
に
寿
暁
の
真
筆
で
あ
る
と
も
思
え
て
く
る
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
推
測
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、『
古
今
集
』
や
『
古
今
集
』
に
関
す
る
言
説
と
寿
暁
と
の
結
び
つ
き
を
示
唆
す
る
資
料
と
し
て
、
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「
康
永
元
年
奥
書
本
古
今
和
歌
集
抄
」
と
称
さ
れ
る
『
古
今
集
』
の
注
釈
書
に
あ
る
本
奥
書
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
平
松
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
、「
古
今
和
歌
集
抄
」
と
の
外
題
を
も
つ
一
冊
で
あ
る
（
平
松
／
第
七
門
／
コ
九
）。
同
系
統
の
注
釈
書
は
確
認
で
き
な
い
。
京
都
大
学
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
り
、
本
奥
書
を
示
す
（
字
配
り
は
原
本
の
ま
ま
と
す
る
。
な
お
、書
写
奥
書
は
な
い
。
江
戸
時
代
中
期
頃
の
書
写
）。
此
古
人
事
、
本
然
房
自
寿
暁
房
相
傳
之
間
、
於
阿
波
国
萓
嶋
庄
、
康
永
元
林
鐘
廿
六
日
始
之
、
同
南
呂
六
日
、
自
本
然
房
令
口
傳
畢
、
努
力
ゝ
ゝ
不
可
有
外
之
儀
、
令
隠
蜜
可
秘
蔵
者
也
く
。
康
永
元
年
十
月
廿
六
日　
　
書
写
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
定
本
判
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）、
某
は
「
本
然
房
」（
未
勘
）
か
ら
『
古
今
集
』
の
説
を
口
伝
さ
れ
た
。「
本
然
房
」
の
説
は
「
寿
暁
房
」
か
ら
相
伝
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
「
寿
暁
房
」
と
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
寿
暁
で
は
な
い
か
。『
古
今
集
』『
顕
注
密
勘
』『
僻
案
抄
』
を
、
推
定
書
写
年
代
で
あ
る
南
北
朝
期
頃
に
写
し
た
可
能
性
の
あ
る
「
津
守
寿
暁
（
寿
暁
法
師
）」
と
、
康
永
元
年
以
前
に
『
古
今
集
』
に
関
す
る
言
説
を
相
伝
し
た
「
寿
暁
房
」
は
、
時
代
も
、
あ
り
様
も
、
重
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
右
の
本
奥
書
が
書
か
れ
た
丁
の
裏
面
、
第
一
行
目
に
は
「
説
哥
百
丗
五
首
此
外
短
歌
詞
物
名
以
下
序
／
并
哥
有
之
考
也
」（「
／
」は
改
行
）
と
あ
り
、
そ
の
丁
は
以
下
空
白
。
次
丁
オ
モ
テ
か
ら
「
作
者
事
」
と
題
し
て
難
読
作
者
名
と
目
さ
れ
る
一
覧
と
読
み
（
片
仮
名
）
が
あ
る
。
次
い
で
、「
作
者
百
廿
四
人
」
と
題
し
て
、
位
階
別
に
作
者
名
（
片
仮
名
に
よ
る
読
み
を
傍
記
す
）
と
入
集
歌
数
を
示
す
。
こ
れ
は
『
古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
〇
七
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
清
輔
本
系
統
の
『
古
今
集
』
巻
末
に
あ
る
「
作
者
目
録
」
と
似
通
う
。
こ
の
目
録
が
「
寿
暁
房
」
か
ら
「
本
然
房
」
へ
と
相
伝
さ
れ
て
き
た
説
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
清
輔
本
系
統
の
『
古
今
集
』
と
の
接
点
が
見
出
せ
る
こ
と
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
「
津
守
寿
暁
（
寿
暁
法
師
）」
の
姿
と
通
じ
る
。
以
上
の
点
は
、「
康
永
元
年
奥
書
本
古
今
和
歌
集
抄
」
の
精
査
を
経
た
う
え
で
改
め
て
考
察
し
た
い
と
思
う
が
、
寿
暁
に
関
す
る
情
報
の
共
有
を
目
的
と
し
て
、
こ
こ
に
示
し
て
お
く
。
四
、
結
語
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
、
定
家
本
系
統
の
『
古
今
集
』
の
断
簡
、『
顕
注
密
勘
』
の
断
簡
、『
僻
案
抄
』
の
断
簡
は
、同
筆
と
み
て
誤
ら
な
い
。
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こ
れ
ら
を
書
写
し
た
何
某
は
、『
顕
注
密
勘
』
と
『
僻
案
抄
』
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
定
家
の
歌
学
に
対
し
て
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、『
古
今
集
』
断
簡
に
あ
る
、
本
文
と
同
筆
の
勘
物
に
よ
る
と
、
清
輔
の
歌
学
に
も
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、『
顕
注
密
勘
』
の
書
写
を
介
し
て
、
清
輔
の
歌
学
を
踏
ま
え
た
顕
昭
の
歌
学
に
も
触
れ
て
い
る
。
相
違
す
る
御
子
左
家
説
と
六
条
藤
家
説
、
そ
の
両
方
を
享
受
す
る
姿
勢
に
は
、
自
家
の
説
に
拘
る
歌
道
家
内
部
の
人
間
と
は
異
な
り
、
歌
道
家
の
外
側
に
い
る
人
間
ゆ
え
の
、歌
学
に
対
す
る
あ
る
種
の
柔
軟
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
『
古
今
集
』
に
関
わ
る
種
々
の
言
説
が
流
布
し
、
変
容
し
て
も
い
く
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
の
諸
相
を
観
察
す
る
と
き
、
諸
説
を
越
境
す
る
何
某
（
稿
者
は
寿
暁
と
み
て
い
る
）
の
ふ
る
ま
い
に
は
、
興
味
が
尽
き
な
い
。諸
注
を
集
成
し
て
い
く
歌
学
史
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
、
注
目
し
て
お
き
た
い
。
【
注
】
（
１
） 川
上
［
一
九
九
八
］・
小
林
［
二
〇
〇
〇
］
に
未
掲
載
の
断
簡
を
左
に
示
す
（
古
書
店
の
目
録
類
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
省
略
。
な
お
宝
島
寺
蔵
手
鑑
に
も
一
葉
あ
る
と
の
由
だ
が
未
勘
）。
 
・
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
手
鑑　
一
葉　
…
久
保
木
［
二
〇
一
三
］
 
・
出
光
美
術
館
蔵
手
鑑
『
濱
千
鳥
』
一
葉　
…
別
府
［
二
〇
〇
八
］
 
・
出
光
美
術
館
蔵
手
鑑
『
墨
寶
』
一
葉　
…
別
府
［
二
〇
一
五
］
 
・
個
人
蔵
手
鑑　
一
葉
 
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
手
鑑
〔
九
九
・一
三
六
〕
一
葉
 
・
個
人
蔵
マ
ク
リ　
一
葉　
…
図
版
Ａ
 
・
梅
沢
記
念
館
蔵
『
あ
け
ぼ
の
』
下
（『
古
筆
手
鑑
大
成
』
第
七
巻
）
 
　
 
…
伝
津
守
国
冬
筆
。『
古
筆
切
影
印
解
説
』
第
一
二
七
図
と
虫
損
が
連
続
す
る
た
め
ツ
レ
と
認
定
で
き
る
 
・
島
根
美
保
神
社
蔵
手
鑑
（『
古
筆
手
鑑
大
成
』
第
十
五
巻
）
一
葉
 
・
泉
屋
博
古
館
蔵
手
鑑
（『
泉
屋
博
古　
日
本
書
跡
』）　
一
葉
（
２
） 『
古
今
集
古
注
釈
集
成　
浄
弁
注　
内
閣
文
庫
本
古
今
和
歌
集
注
（
伝
冬
良
作
）』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
）
に
は
当
該
注
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
閣
文
庫
本
を
実
見
し
、
補
う
。
【
引
用
参
考
文
献
】
・ 
海
野
圭
介
［
一
九
九
九
］「『
顕
注
密
勘
』
古
筆
資
料
の
検
討
」『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』
二
・ 
同
［
二
〇
〇
一
］「『
僻
案
抄
』
古
筆
資
料
の
検
討
」『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』
三
・ 
川
上
新
一
郎
［
一
九
九
八
］「
清
輔
本
古
今
集
考 
補
遺
」『
斯
道
文
庫
論
集
』
三
二
（『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』
に
は
未
収
録
）
・ 
同
［
一
九
九
九
］『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』（
汲
古
書
院
）
第
二
章
（
初
出
は
「
清
輔
本
古
今
集
考
（
下
）」『
斯
道
文
庫
論
集
』
二
七
、
一
九
九
三
）
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・ 
久
曽
神
昇
［
一
九
九
五
］『
古
筆
切
影
印
解
説　
久
曽
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
（
古
今
集
編
）』（
風
間
書
房
）
・ 
久
保
木
秀
夫
［
二
〇
一
三
］「
風
格
の
古
筆
手
鑑 
深
奥
な
る
古
筆
切
」
（『
鶴
見
大
学
創
立
五
〇
周
年
・
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
創
立
60
周
年
記
念　
第
一
三
五
回
鶴
見
大
学
図
書
館
貴
重
書
展
』）
・ 
小
島
孝
之
［
二
〇
一
三
］「
成
城
大
学
所
蔵
古
筆
手
鑑
『
も
ゝ
ち
ど
り
』
概
要
」（『
成
城
國
文
學
論
集
』
三
五)
・ 
小
林
強
［
二
〇
〇
〇
］「『
古
筆
学
大
成
』
４
巻
及
び
５
巻
関
係
・『
古
筆
学
大
成
』
未
所
収
の
主
要
伝
称
筆
者
関
係
の
古
今
集
切
一
覧
稿
」
（『
自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
』
八
）
・ 
日
比
野
浩
信 
［
二
〇
一
一
］「『
顕
注
密
勘
』
古
筆
切
管
見
」（『
典
籍
と
史
料
』
思
文
閣
出
版
）
・ 
別
府
節
子
［
二
〇
〇
八
］「
出
光
美
術
館
蔵 
古
筆
手
鑑
『
濱
千
鳥
』
に
つ
い
て
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』（
14
）
・ 
同
［
二
〇
一
五
］「
出
光
美
術
館
蔵 
古
筆
手
鑑
『
墨
寶
』
に
つ
い
て
」
『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
21
・ 
旧
稿
［
二
〇
一
五
］「
内
閣
文
庫
古
今
和
歌
集
注
の
伝
本
・
奥
書
・
成
立
」『
国
語
国
文
』
八
四
―
五
【
付
記
】
資
料
の
閲
覧
を
ご
快
諾
く
だ
さ
い
ま
し
た
御
所
蔵
者
お
よ
び
機
関
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
二
〇
二
〇
年
度
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
（
研
究
課
題
番
号20K
21965
）
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
ふ
な
み　
か
ず
や
・
実
践
女
子
大
学
准
教
授
）
